
ASHIZAWA Akira 【芦沢 晃】

今回、ドイツ遠征に行くと言うことで直前の気持ちや目的を書きたいと
思う。
最初にドイツに行くと聞いてただ楽しみという気持ちしかなかった。しか
し、直前になって何のためにドイツに行くのか何をするために行くのか具
体的に考えるようになった。そして、自分の中で目標と目的を考えてみた。
目標は、自分で考えて意味のある行動をすることだ。理由は、日本とは全
くと言っていいほど違う環境でどれだけ自分で考えることができるか、そ
してその考えが正しいか、そこまでやっていかなければ日本に帰ってきて
も何もできないと思ったからだ。ドイツに行く目的は、日本とドイツを比
較することだ。その比較の観点は３つある。１つ目は環境の違いだ。生活
環境もそうだが、サッカーをする環境もしっかり観ていきたいと思う。２
つ目は文化の違いだ。言葉はもちろんだが、建造物の違いや行動の違いも
観ていきたい。３つ目はサッカーの違いだ。現在は、日本のサッカースタ
イルしか知らないので他国のサッカーを知ることでサッカーに対しての考
えの幅が広がると思った。
このような目標や目的を常に忘れずに、意味があり自分が大きく成長でき
るようなドイツ遠征にしたい。

SANO Rei 【佐野 澪】

僕は海外に始めて行くので不安もたくさんありますが、ドイツで多
くのことを学んできたいと思います。
ドイツはサッカーがすごく強いよ国なので、普段目にできないものを
実際にいきみることができるので、楽しみです。
一緒にプレーしたりたくさんのことを学んできたいと思います。
また私生活の面では、ドイツ語がわからなくて大変だと思うけど、仲
間と協力してドイツの人とたくさんコミュニケーションをとり交流を
深めたいと思います。
とても楽しみです

遠征に
先立って

➊

YAMANAKA Hibiki  【山中 飛比貴】

ずっと楽しみにしていた、ドイツ遠征がやっと始まります。
早くドイツへ行ってドイツの人と試合をしたいです。間違いな
く上手いし日本人とは違うプレーがみれると思う。試合をする
からには、しっかりと戦ってどこまで自分のプレーが通用する
か？しっかりやってためしてきたいです。また、街などへ買い
物へいった時は自分から聞いたりして積極的に行動しポジティ
ブに考える。また後悔だけはしたくないのでその場そのその場
で考えたことは全てチャレンジしたい。ドイツ遠征へ行くのに
関わってくれた全ての人への感謝を忘れず、自分がドイツで精
一杯頑張って日本へ帰って来るときには全てにおいて成長して
帰ってくる。



NISHIO Naoki  【西尾 脩希】

僕は海外旅行が初めてです。
しかも、プロ選手の生観戦も初めてです。
僕は最初勉強の問題でドイツに行けるか分かりませんでした。
でも、ドイツに行けることが分かってからは嬉しくて凄く楽し
みです。また、想像したりもしました。
ブンデスリーグをどのようにみるのだろうとかどんな建物が
あるのだろうか、とても楽しみで仕方なかったです。
ドイツにいったら時差ぼけとか体調不良などに負けず、万全な
状態で試合にのぞみたいと思います。
試合は5試合しかないのでどれくらいでれて、どれくらいア
ピールできるのかが勝負だと思います。
また、友達との観光を大切にし友好関係をもっともてたらなと
おもいます。
一生に一度いくか、いかないかのドイツなのでいっぱい楽しん
でブンデスリーグをわすれないようしっかり目に焼きつけて
身のためになる7日間にしたいです。
また、ドイツに連れていってもらうので、何事にもチャレンジ
したいと思います。

遠征に
先立って

➋

HIRANO Yuma 【平野 雄真】

ドイツ遠征を目前にしてみて楽しみや不安の気持ちがあり、特に不
安の気持ちの方が大きく、それは外国人は、体つきが良く身体能力が
高いと聞いたことがあるので試合中の時の競り合いで自分はGKの中
では、小さい方なので負けてしまわないかとか、自分の物が外国人の
人に盗まれてしまわないかが不安です。ですがこのドイツ遠征の中で
ある、試合で自分が外国人が相手でも、出来ている事や出来ていない
事を一つでも多く見つけて日本に帰って来てプラッツで練習する時に
は、出来ていたところはもっと伸ばしていき出来ていなかったところ
は直していき、ドイツ遠征を無駄にしないように1日1日を楽しんでい
き、ブンデスリーグの選手たちの試合や会場の雰囲気などをよく見て
来て自分たちと違う所など日本の会場とのちがいなど色々見て来て良
いドイツ遠征にしていきたいです。

遠征事前説明会

7月26日、八田ふれあい会館大ホールで事前説明
会を開催。
夏休みに入り、大きな遠征を前にして、遠征への
取り組み心得も含めて行われた説明会。 A全日
空の千葉さんも駆けつけてくれ話をしていただき
ました。
お母さん、お父さんは心配と不安でいっぱい、子
供たちは、期待と楽しさでいっぱい！！
準備期間も短い中、できる限り選手自身で準備を
していくことが大切です・・・・が、どうだった
でしょうか？？？
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